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は じ め に 

 

 

 

神奈川県では、県民の意識・価値観などの変化や多様化する生活ニーズを

的確に把握し、その結果を施策に反映することにより、県民参加の行政を一

層推進するため、毎年度「県民ニーズ調査」を実施しています。 

県民ニーズ調査は、県民の生活や県政についての意識を継続的に調査して

いる「基本調査」と、時宜に応じたテーマについて調査する「課題調査」が

あります。本報告書は、令和元年９月から10月にかけて実施した「基本調査」、

７月から８月にかけて実施した「第１回課題調査」、及び11月に実施した「第

２回課題調査」の結果をまとめたものです。 

この報告書が、行政担当者のみならず、広く県民生活の現状と将来に関心

を寄せる方々にご活用いただければ幸いです。 

 おわりに、このたびの調査にご協力いただきました県民の皆様をはじめ、

関係の方々に厚くお礼申し上げます。 

 

令和２年３月 

神奈川県政策局長 
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県民ニーズ調査の概要 

 

１ 調査の目的 

県民の意識・価値観などの変化や多様化する生活ニーズを的確に把握し、その結果

を県の施策に反映するために意識調査を行う。併せて、調査を通じ、県民の県政に対

する理解と関心を深める。 

 

２ 調査内容 

県民の生活や意識の変化等を把握するための「基本調査」を継続して実施した。ま

た、県政の直面する重要課題や県民生活に関する中・長期的な課題をテーマに「課題

調査」を実施した。 

 

 (1) 基本調査 

   ア 暮らし全般 

   イ 生活意識 

   ウ 暮らしの満足度 

   エ 県行政への要望 

 

 (2) 第１回課題調査 

   ア 食・食育                カ 水源環境保全・再生の取組 

   イ 食の安全・安心             キ 神奈川県の農林水産業 

   ウ アレルギー疾患             ク 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

   エ ともに生きる社会かながわ        ケ 子どもの貧困対策 

   オ 東京2020大会等スポーツイベントに関する取組  コ 治安対策 

     

 (3) 第２回課題調査 

   ア 気候変動への適応        ク 地域社会との関わり 

   イ 環境に配慮した生活       ケ 「未病改善」の取組 

   ウ 生物多様性           コ かかりつけ薬剤師・薬局 

   エ 鳥獣被害            サ 肝炎・アルコール依存症対策 

   オ かながわの広報         シ 妊娠・出産等に関するライフプランニング 

   カ スポーツ            ス 地震対策の取組 

   キ 地域コミュニティ        セ 自転車損害賠償責任保険等への加入 
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３ 調査設計 

 (1) 調査地域    神奈川県全域 

 (2) 調査対象    県内在住の満 18 歳以上の男女 

 (3) 標本数     「基本調査」3,000 標本、「課題調査」各 3,000 標本 

 (4) 標本抽出方法  住民基本台帳からの層化二段無作為抽出 

 (5) 調査回数    ３回（基本調査 １回、課題調査 ２回） 

 (6) 調査時期    基本調査 ９～10 月 

第１回課題調査 ７～８月 

第２回課題調査 11 月 

 

４ 調査方法 

 (1) 郵送による調査票の配布 

 (2) 郵送回答とインターネット回答の併用 

 

 

 

 

 


